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Abstract

Botany was known and practiced in Japan in the Edo period. At the time, botany thought 
new parts of plants that was undeveded by Chinese and Japanese herbalist. Utagawa Youan 
introduced the form of botany from Europe. He transelated the words for parts of plants using 
terminology for animal parts, such as ransou ʻoverryʼ, ena ʻafterbirthʼ, hozo ʻnavelʼ, hozo-no-o 
ʻnavel stingʼ. The reason behind his choice was that this type of botany brought new, 
progressive ideas about plants, including the notion that animals and plants are similar life 
forms in that they both reproduce sexually.
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は
じ
め
に

植
物
を
根
・
幹
茎
・
枝
條
・
葉
・
花
・
穂
・
果
実
・
種
子
に
分
け
て
捉
え
る
こ

と
は
古
今
東
西
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
に
興
っ
た
西
洋
植
物

学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
は
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
細
か
く
分
け
ら
れ
、
外
側
か

ら
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
内
部
の
構
造
も
解
剖
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
同
様
に
区

別
さ
れ
、
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
近
代
植
物
学
を
日
本
に
始
め
て

本
格
的
に
紹
介
し
た
の
は
宇
田
川
榕
菴
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
の
そ
う
し
た
部
位
名

の
飜
訳
語
彙
に
は
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
西
洋
植
物
学
が
立
脚
す
る
動
物

と
植
物
と
が
両
性
の
合
一
に
よ
っ
て
子
孫
を
残
す
存
在
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を

色
濃
く
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

１　

西
洋
近
代
植
物
学
輸
入
以
前
の
植
物
部
位
に
関
す
る
和
名

１
－
１　

日
本
在
来
の
植
物
部
位
名

西
洋
近
代
植
物
学
が
も
た
ら
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
以
前
の
日
本

に
お
い
て
区
別
さ
れ
て
い
た
植
物
の
部
位
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

平
安
時
代
の
承
平
年
間
〔931-38

〕
に
成
立
し
た
源
順
の
『
和
名
類
聚
抄
』
の

草
木
部
の
終
わ
り
に
、
次
の
よ
う
に
植
物
部
位
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
（
本
文
は
元
和
古
活
字
那
波
道
円
本
に
よ
る
。
た
だ
し
掲
出
の
順
序
は
一
部
変

え
て
い
る
。【　

】
内
は
揚
守
敬
本
）。

根
株　

�〈
荄
附
〉
東
宮
切
韻
云
根
株
〈
痕
誅
二
音
。
訓
上
祢ね

、
下
久く

ひ

ぜ
比
世
〉

草
木
本
也
。
唐
韻
云
荄
〈
音
皆
〉
草
根
也
。

茎　
　

玉
篇
云
茎
〈
戸
耕
反
和
名
久く

き木
〉【
草
木
】
枝
之
主
也
。

蘖　
　

纂
要
云
斬
而
復
生
曰
㆑
蘖
〈
魚
列
反
。
和
名
比ヒ

コ

バ

エ

古
波
衣
〉

枝
條　

�

玉
篇
云
枝
柯
〈
支
哥
二
音
。
和
名
衣え

だ太
〉
木
之
別
【
梢
】
也
。
纂
要

云
大
枝
曰
幹〈
音
翰
和
名
加か

ら良
〉細
枝
曰
條〈
音
迢
、
訓
与
㆑
枝
同【
小

枝
也
】〉
唐
韻
云
葼
〈
音
聡
。
和
名
之し

も毛
止と

〉
木
細
枝
也
。

杈
椏　

�

方
言
云
、
河
東
謂
二
樹
岐
一
曰
二
杈
椏
一
〈
砂
鵶
二
音
。
和
名
末ま

多た

布ふ

里り

〉

樹
梢　

唐
韻
云
梢
〈
所
交
反
。
和
名
古こ

ず

え
須
恵
〉
枝
梢
也
。

樸　
　

�

玉
篇
云
、
樸
〈
音
璞
。
字
亦
作
㆑
朴
。
和
名
古こ

は

だ
波
太
〉
木
皮
也
。

樺　
　

�

玉
篇
云
、
樺
〈
戸
花
胡
化
二
反
。
和
名
加か

は波
。
又
云
加か

に

は
仁
波
。
今
桜

皮
有
㆑
之
〉。
木
皮
名
。
可
二
以
為
一
㆑
炬
者
也
。

節　
　

�

四
声
字
苑
云
、
節
〈
子
結
反
。
和
名
布ふ

し之
。
今
案
、
従
㆑
竹
者
竹
節
、

従
二
草
木
一
者
草
木
節
。
見
玉
篇
〉
草
木
擁
腫
処
也
。

心　
　

�

周
易
説
卦
云
三
其
於
㆑
木
也
為
二
堅
多
心
一
〈
師
説
、
多
心
読
奈な

賀か

古こ

可が

遅ち

【
奈な

か

こ
加
古
】〉

葉　
　

�

陸
詞
切
韻
云
葉
〈
与
渉
反
。
和
名
波は

。
万
葉
集
黄
葉
紅
葉
読
皆
毛も

美み

知ち

波ば

〉
草
木
之
敷
二
於
茎
枝
一
者
也
。

花　
　

�

爾
雅
云
、
木
謂
二
之
華
〈
戸
花
反
〉一
、
草
謂
二
之
栄
〈
永
兵
反
〉一
、

栄
而
不
㆑
実
謂
二
之
英
〈
於
驚
反
。
訓
阿あ

だ

ば

な

太
波
奈
〉一
。

葩　
　

東
宮
切
韻
云
、
葩
〈
音
巴
。
和
名
波は

な

び

ら

奈
比
良
〉
草
木
花
片
也
。

萼　
　

�

東
宮
切
韻
云
、
萼
〈
五
各
反
。
和
名
波は

な

ぶ

さ

奈
布
佐
。
一
云
花
房
〉【
承

花
附
也
】

蘂　
　

�

東
宮
切
韻
云
、
蘂
〈
而
髄
反
。
和
名
之し

べ倍
〉
花
心
也
。

そ
れ
ぞ
れ
の
語
釈
に
和
語
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
カ
ニ
ハ

（
桜
皮
）と
モ
ミ
チ
バ（
黄
葉
紅
葉
）を
除
き
、
別
の
箇
所
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る「
竹

類
」
の
項
に
、

両
節
間　

文
選
笙
賦
注
云
…
〈
両
節
間
俗
云
㆑
与よ

…
〉

と
見
え
る
ヨ
（
節
）
と
い
う
和
語
を
加
え
た
も
の
が
、『
和
名
類
聚
抄
』
に
見
ら

れ
る
植
物
部
位
の
和
名
で
あ
る
（
ク
ヒ
ゼ
、
マ
タ
フ
リ
、
ヒ
コ
バ
エ
は
今
日
で
は

部
位
名
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
当
時
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性

も
あ
り
、
暫
時
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
）。
こ
れ
ら
の
語
の
う
ち
、
マ
タ
フ
リ

（
杈
椏
）、
コ
ズ
エ
（
樹
梢
）、
シ
モ
ト
（
枝
條
）、
ナ
カ
コ
（
心
）
以
外
は
『
時

代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
上
代
語
編
修
委
員
会
編
、
三
省
堂
昭
和
四
十
二
年

〔1967

〕
十
二
月
刊
）
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
（
コ
ズ
エ
に
相
当
す
る
語
は
『
時
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代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
で
は
ヒ
コ
エ
〔
孫
枝
〕
が
見
ら
れ
る
）。

や
や
降
っ
て
、
平
安
時
代
の
末
期
に
成
立
し
た
『
類
聚
名
義
抄
』（
観
智
院
本

に
よ
る
）
か
ら
拾
い
得
た
植
物
部
位
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ネ
（
根
）�

（
仏
下
本
・
九
二
）

カ
ラ
（
幹
・
柄
・
柯
）

�
（
法
下
・
一
四
二
）（
仏
下
本
・
一
一
〇
）（
仏
下
本
・
一
一
九
）

ク
キ
（
茎
）�

（
僧
上
・
一
九
）

エ
ダ
（
枝
・
條
・
柯
・
葼
）

�

（
仏
下
本
・
一
二
四
）（
仏
上
・
三
七
）（
仏
下
本
・
一
一
九
）

�

（
僧
上
・
二
二
）

ヨ
（
両
節
間
）�

（
仏
上
・
七
七
）

シ
モ
ト
（
楉
・
葼
）�
（
仏
下
本
・
一
〇
四
）（
僧
上
・
二
二
）

コ
ハ
ダ
（
㯷
）�

（
仏
下
本
・
一
一
二
）

カ
ハ
（
皮
）�

（
僧
中
・
六
八
）

ナ
カ
コ
（
心
）�

�

（
法
中
・
六
八
）

ナ
カ
ゴ
ガ
チ
（
多
心
）�

（
法
中
・
六
八
）

ハ
（
葉
）�
（
僧
上
・
四
六
）

ハ
ナ
（
華
・
花
・
英
な
ど
）�

（
僧
上
・
四
）（
僧
上
・
五
）（
僧
上
・
三
五
）

ハ
ナ
ヒ
ラ
（
韚
・
葉
）�

（
僧
中
・
八
三
）（
僧
上
・
四
六
）

ハ
ナ
フ
サ
（
花
房
・
柎
・
萼
・
蘂
・
英
な
ど
）

�

（
僧
上
・
五
）（
仏
下
本
・
九
三
）（
僧
上
・
四
六
）

�

（
僧
上
・
一
四
）（
僧
上
・
三
五注
①

）

シ
ベ
（
蕊
・
茘
）�

（
僧
上
・
一
四
）（
僧
上
・
一
〇
）

ミ
（
実
・
子
）�

（
法
下
・
五
三
）（
法
下
・
一
三
七
）

ホ
（
穂
）�

（
法
下
・
一
一
）

カ
ヒ
（
穎
・
柄
）�

（
仏
下
本
・
二
三
）（
仏
下
本
・
一
一
〇
）

カ
サ
（
𣏕
）�

（
仏
下
本
・
一
〇
四
）

サ
ネ
（
実
・
核
）�

（
法
下
・
五
三
）（
仏
下
本
・
一
〇
五
）

タ
ネ
（
種
・
子
）�

（
法
下
・
一
九
）（
法
下
・
一
三
七
）

右
の
中
で
『
和
名
類
聚
抄
』
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
語
は
、
ミ
・
ホ
・
カ
ヒ
（
稲

な
ど
の
穂
）・
カ
サ
（
き
の
こ
の
笠
、
松
か
さ
な
ど
の
カ
サ
）・
サ
ネ
・
タ
ネ
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
も
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

以
上
、『
和
名
類
聚
抄
』と『
類
聚
名
義
抄
』と
だ
け
か
ら
得
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、

整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

根
部
に
関
す
る
語　
　
　
　
　

ネ

茎
部
に
関
す
る
語　
　
　
　
　

カ
ラ
・
ク
キ
・
ク
ヒ
ゼ

枝
・
幹
部
に
関
す
る
語　
　
　

�

エ
・
エ
ダ
・
フ
シ
・
ヨ
・
カ
ハ
・
ナ
カ
コ
・

マ
タ
フ
リ
・
コ
ズ
エ
・
ヒ
コ
エ
・
シ
モ
ト

葉
部
に
関
す
る
語　
　
　
　
　

ハ

花
部
に
関
す
る
語　
　
　
　
　

ハ
ナ
・
ハ
ナ
ビ
ラ
・
ハ
ナ
ブ
サ
・
シ
ベ

穂
部
に
関
す
る
語　
　
　
　
　

ホ
・
カ
ヒ

果
実
・
種
子
部
に
関
す
る
語　

ミ
・
タ
ネ
・
サ
ネ

お
よ
そ
こ
れ
ら
が
平
安
時
代
に
存
在
し
た
植
物
の
部
位
名
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
右
の
語
群
の
中
に
メ
（
芽
）
が
見
え
な
い
。
こ
れ
は
右
に
掲
げ
た
語

が
『
和
名
類
聚
抄
』
と
『
類
聚
名
義
抄
』
か
ら
得
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
新

撰
字
鏡
』（
昌
住
著
、
昌
泰
年
間
〔898-901

〕
成
立
）
に
も
見
ら
れ
な
い
が
、
こ

れ
ら
の
辞
書
は
漢
和
辞
書
で
あ
る
。「
芽
」
と
い
う
漢
語
は
「
め
ぐ
む
」
を
意
味

し
（『
説
文
』「
芽
、
萌
也
」）、
部
位
名
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
メ
（
芽
）
は
『
古
事
記
』
の
歌
謡
に
「
粟
生
に
は
か
み
ら
一
本　

そ
根
芽
つ

な
ぎ
て
」
と
見
え
、『
源
氏
物
語
』
に
も
「
こ
の
春
は
柳
の
芽
に
も
玉
は
ぬ
く
」（
柏

木
）
な
ど
と
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
メ
（
芽
）
を
加
え
て
、
こ
れ
ら

が
平
安
時
代
の
日
本
語
に
存
在
し
た
植
物
の
部
位
の
和
名
で
あ
る
と
考
え
て
お
き

た
い
。
平
安
時
代
以
前
で
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
こ
と
は
、『
時
代
別
国
語

大
辞
典
上
代
編
』、
マ
タ
フ
リ
（
杈
椏
）、
コ
ズ
エ
（
樹
梢
）、
シ
モ
ト
（
枝
條
）、

ナ
カ
コ
（
心
）
以
外
の
語
が
す
べ
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
窺
え
る
（
コ
ズ
エ
に
相
当

す
る
語
に
は
ヒ
コ
エ
〔
孫
枝
〕
が
見
ら
れ
る
）。
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注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ハ
ナ
ブ
サ
は
現
在
と
は
異
な
っ
て
花
弁
・
蕊
・

萼
な
ど
も
広
く
指
す
語
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。『
和
名
類
聚
抄
』
に
「
萼
…
和

名
波は

奈な

布ぶ

佐さ

。
一
云
花
房
〉【
承
花
附
也
】」と
あ
り
、『
類
聚
名
義
抄
』で
も「
花
房
」

「
柎
」「
萼
」「
蘂
」「
英
」
な
ど
の
訓
と
し
て
見
え
る注
②

。
さ
ら
に
時
代
が
降
っ
て
も

『
名
語
記
』（
文
永
五
年
〔1268

〕
初
稿
、
建
治
元
年
〔1275

〕
増
補
）
に
も
「
ハ

ナ
フ
サ
如
何　

花
総
也　

一
字
ニ
ハ
房
也　

萼
也　

蕊
也
」
と
あ
る
。

以
上
、
簡
単
な
調
査
か
ら
で
は
あ
る
が
、
古
代
日
本
語
（
平
安
時
代
以
前
の
日

本
語
）
に
お
け
る
植
物
部
位
名
は
幹
の
内
側
の
ナ
カ
コ
（
心
・
心
材
）、
実
の
中

に
あ
る
タ
ネ
・
サ
ネ
を
除
い
て
外
部
か
ら
区
別
で
き
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。

１
－
２　

本
草
学
に
お
け
る
植
物
部
位

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
の
本
草
学
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
日
本
で

区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
新
た
に
区
別
さ
れ
だ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
の
本
草
学
が
区
別
し
た
部
位
と
日
本
在
来
の
そ
れ
と

が
同
じ
で
あ
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
本
草
学
は
前
漢
末
（
前
一
世
紀
後
半
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
が
、
陶

弘
景
校
定
の
『
神
農
本
草
経
』（
永
明
十
年
〔492

〕
以
後
成
）
で
は
植
物
は
上
薬
、

中
薬
、
下
薬
の
三
品
に
分
け
ら
れ
る
。
上
薬
は
不
老
長
寿
を
保
つ
効
果
の
あ
る
も

の
、
中
薬
は
健
康
を
保
つ
た
め
に
効
果
の
あ
る
も
の
、
下
薬
は
病
気
を
治
す
た

め
に
効
果
の
あ
る
も
の
、
と
い
っ
た
人
間
の
利
用
の
為
の
分
類
で
あ
る
。
以
降
、

宋
・
金
・
元
代
ま
で
の
標
準
的
な
本
草
書
で
は
基
本
的
に
こ
の
分
類
が
踏
襲
さ
れ

る
が
、
明
代
に
入
る
と
、
王
綸
の
『
本
草
集
要
』（
功
治
九
年
〔1496

〕
刊
）
が

三
品
分
類
を
廃
し
て
、
草
・
木
・
菜
・
果
・
穀
に
分
け
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
江
戸
時
代
の
日
本
本
草
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
『
本
草
綱
目
』（
万

暦
十
八
年
〔1590

〕
序
）
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
山
田
慶
児
氏
は
『
本
草

綱
目
』と
い
う
書
名
は「
大
綱
を
共
世
界
分
類
に
よ
り
、
細
目
を
実
用
分
類
に
よ
っ

て
編
成
し
た
本
草
」
の
意
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、「
体
系
と
し
て
の

共
世
界
分
類
は
存
在
論
的
に
根
拠
づ
け
、
そ
の
な
か
に
包
摂
さ
れ
た
非
体
系
的
な

実
用
分
類
は
検
索
を
容
易
に
し
て
技
術
書
と
し
て
の
要
請
に
応
え
る
」
も
の
で
あ

る
と
説
明
し
て
い
る
（
山
田
慶
児
「
本
草
に
お
け
る
分
類
の
思
想
」、
山
田
慶
児

編
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と
博
物
学
の
世
界　

上
』
思
文
閣
出
版1995.7

刊
所
載
）。

「
共
世
界
分
類
」
と
は
「
言
外
に
世
界
分
類
を
共
有
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る注
②

。
す
な
わ
ち
、
草
は
生
息
地
に
よ
り
山
草
類
・
湿
草
類
・
水
草
類
・
石
草
類

に
、
形
態
に
よ
り
蔓
草
類
・
苔
類
に
、
芳
香
・
薬
性
に
よ
り
芳
草
類
・
毒
草
類
に

分
け
ら
れ
、
そ
の
他
は
雑
草
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
穀
は
麻
麦
稲
類
・
稷
粟

類
・
菽
豆
類
と
い
っ
た
自
然
群
と
造
醸
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。

菜
は
食
用
と
な
る
も
の
を
匂
や
味
、
ま
た
柔
滑
に
よ
っ
て
類
別
し
た
も
の
と
、
形

態
や
生
態
な
ど
の
自
然
群
（
芝
栭
は
菌
類
）
と
に
分
け
ら
れ
る
。
果
は
食
用
に
な

る
果
実
を
つ
け
る
代
表
的
な
も
の
「
五
果
」（
李
・
杏
・
桃
・
栗
・
棗
）
と
生
態
・

産
地
（
夷
果
は
南
方
産
）、
ま
た
香
辛
や
形
態
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。
木
は
芳

香
・
形
態
・
生
態
（
寓
木
は
木
の
幹
や
茎
へ
の
寄
生
種
。
包
木
は
竹
類
）
な
ど
の

自
然
群
と
そ
の
他
の
雑
木
類
と
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
本
草
綱
目
』
の

分
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

草
部
（�

山
草
類
・
芳
草
類
・
隰
草
類
・
毒
草
類
・
蔓ま
ん
そ
う草
類
・
水
草
類
・
石
草

類
・
苔
類
・
雑
草
類
・
有
名
未
用
）

穀
部
（
麻
麦
稲
類
・
稷し
よ
く
ぞ
く粟類
・
菽し
ゆ
く
と
う豆類
・
造
醸
類
）

菜
部
（
葷く
ん
さ
い菜
類
・
柔
滑
類
・
蓏ら

菜さ
い

類
・
水
菜
類
・
芝し

じ栭
類
）

果
部
（
五
果
類
・
山
果
類
・
夷
果
類
・
味
類
・
蓏
類
・
水
果
類
）

木
部
（
香
木
類
・
喬
木
類
・
潅
木
類
・
寓
木
類
・
包ほ
え
ば
く木
類
・
雑
木
類
）

こ
の
よ
う
に
中
国
本
草
学
で
は
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
大
き
く
植
物
は
分
類

さ
れ
て
い
る
が
、
植
物
本
体
の
部
位
の
区
別
は
極
め
て
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。『
本

草
綱
目
』
の
「
草
部
目
録
」
に
、

李
時
珍
曰
、
天
造
地
化
而
草
木
生
焉
。
剛
交
二
于
柔
一
而
成
二
根
荄
一
、
柔
交

二
于
剛
一
而
成
二
枝
幹
一
。
葉
萼
属
㆑
陰
、
華
実
属
㆑
陽
。
由
㆑
是
草
中
有
㆑
木
、

木
中
有
㆑
草
。�
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と
あ
る
が
、
実
際
の
個
々
の
草
木
の
説
明
に
お
い
て
も
、
こ
の「
根
」「
荄
」（
草
根
）

「
枝
」「
幹
」「
華
」「
実
」
だ
け
で
ほ
ぼ
済
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
用
の
植
物

を
無
用
の
植
物
か
ら
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
葉
の
形
の
広
狭

尖
丸
や
、
花
や
根
の
色
な
ど
を
区
別
す
る
だ
け
で
十
分
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
「（
大
黄
の
）
青
葉
、
菎
麻
に
似
た
り
。
大
な
る
者
扇
の
如
し
。
根
、

芋
の
如
し
。
大
な
る
者
盌
の
如
し
。
…
其
の
細
根
、
牛
蒡
の
如
し
。
小
な
る
者
、

亦
芋
の
如
し
」
な
ど
「
何
々
に
似
た
り
」「
何
々
の
如
し
」
と
い
っ
た
説
明
で
済

ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
で
は
区
別
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
條

（
小
枝
）
茎
や
葉
に
あ
る
「
毛
」、
根
の
「
皮
」
な
ど
の
特
徴
が
言
及
さ
れ
る
に
過

ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
説
明
方
法
は
日
本
で
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
安
貞
『
農

業
全
書
』
に
は
「
木
の
色
あ
か
く
し
て
皮
う
す
し
」（
杉
）、「
木
の
肌
柔
ら
か
な
り
」

（
桐
）
な
ど
見
え
、
貝
原
益
軒
『
大
和
本
草
』
で
も
「
其
木
中ナ
カ

空
也
故
、
ウ
ツ
木

ト
云
」（
空
木
）、「
此
木
皮
ナ
シ
。
故
ニ
和
名
サ
ル
ス
ベ
リ
ト
云
」（
百
日
紅
）、「
木

ニ
ハ
ハ
リ
多
シ
。
枝
ナ
シ
」（
樬
木
）な
ど
と
あ
り
、
小
野
蘭
山『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

で
も
、「
木
ニ
節
多
シ
テ
古
木
ハ
異
形
ニ
ナ
リ
テ
」（
安
石
榴
）「
樹
ニ
刺
ア
リ
」（
枸

櫞
）�

な
ど
と
い
っ
た
説
明
が
多
い
。

１
－
３　

貝
原
益
軒
『
花
譜
』
と
小
野
蘭
山
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
の
部
位
名

右
ま
で
に
見
て
き
た
こ
と
を
、、
日
本
に
西
洋
植
物
学
が
紹
介
さ
れ
る
少
し
前

に
書
か
れ
た
貝
原
益
軒
と
小
野
蘭
山
の
著
作
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。

貝
原
益
軒
の
『
花
譜
』（
元
禄
十
一
年
〔1701

〕
刊
）
と
『
大
和
本
草
』（
宝
永

五
年
〔1708

〕
成
）
に
見
ら
れ
る
部
位
名
と
そ
の
部
位
を
構
成
す
る
も
の
の
名
は

次
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。
説
明
の
必
要
上
取
り
上
げ
ら
れ
た
語
で
あ
り
、
こ
れ
以

外
の
部
分
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
が
、
至
っ
て
素
朴
で
あ

る
。

根ね

・
根ね
ひ
げ鬚
・
細ほ
そ
ね根
・
枝え
だ

・
茎く
き

・
は
り
・
蔓つ
る

・
葉は

・
花は
な

・
蘂し
べ

・
実み

・
種た

ね子

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
本
草
学
の
到
達
点
と
言
わ
れ
る
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱

目
啓
蒙
』（
享
和
二
年
〔1802

〕
成
）
に
つ
い
て
は
遠
藤
正
治
「『
草
木
図
説
』
の

構
造
―
植
物
用
語
の
性
格
（
上
）
―
」（「
慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
」no.115 

平
成

二
十
年
三
月
発
行
）
に
調
査
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
既
に
な

さ
れ
て
い
る
。「
葉
柄
・
托
葉
・
葉
腋
な
ど
の
概
念
は
見
え
な
い
」、「
葉
脈
に
つ

い
て
の
生
理
的
な
理
解
は
な
く
、
紋
様
と
し
て
、
縦
理
・
縦
道
（
タ
テ
ス
ジ
）・

横
脈
・
間
道
（
ヨ
コ
ス
ジ
）
な
ど
の
表
現
が
見
ら
れ
る
」、「
花
に
つ
い
て
の
表
現

で
は
、
萼
・
苞は
か
ま、
単
弁
・
重
弁
・
千
弁
、
筒
弁
な
ど
の
用
語
が
見
ら
れ
る
。
苞
は

禾
本
の
苞
穎
荏
の
意
味
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
が
、
総
苞
の
概
念
は
な
い
。
ま
た
、

花
色
に
注
意
が
払
わ
れ
る
が
、
花
梗
・
花
披
や
花
序
の
概
念
は
な
い
」、「
生
殖
部

の
認
識
が
な
い
の
が
特
徴
で
、
花
ず
い
は
蕊
・
蘂
・
心
（
花
心
）
な
ど
と
す
る
。

ず
い
の
字
は
さ
ま
ざ
ま
な
異
体
字
が
混
用
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
子
房
に
つ
い
て

の
記
載
は
な
い
」、「
果
実
に
つ
い
て
は
、
子
と
実
あ
る
い
は
果
皮
の
区
別
が
明
確

で
は
な
く
、
種
子
と
い
う
語
も
使
わ
れ
な
い
。
サ
ヤ
の
角
・
莢
の
区
別
は
あ
る

が
、
蒴
は
な
い
」。

そ
れ
ま
で
、
ハ
ナ
ブ
サ
の
語
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
が
「
萼
・

苞は
か
ま」

と
に
区
別
さ
れ
、
花
弁
の
数
も
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、

こ
れ
も
他
の
類
似
の
植
物
と
の
区
別
の
た
め
で
あ
り
、
本
草
学
の
本
質
を
克
服
し

た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
改
め
て
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
現
れ
る
部
位
と
そ

の
部
位
を
構
成
す
る
も
の
の
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

根　
　
　

根
頭
・
小
根
・
鬚
（
根
鬚
）・
皮
（
根
皮
・
外
皮
）・
皮
心

茎　
　
　

�

茎
頂
・
茎
端
・
茎
梢
・
茎
心
・
節
・
毛
・
穂
（
茎
端
に
あ
る
も

の
）・
蒂（
野
菜
類
の
花
茎
）・
薹（
球
根
類
の
花
茎
）・
稈（
わ
ら
）・

株
・
刺

枝
椏　
　

幹
・
枝
・
椏
（
こ
え
だ
）
枝
梢
・
毛
・
毛
刺
・
角

葉　
　
　

梢
葉
・
脚
葉
・
刺
（
と
げ
・
は
り
）

花　
　
　

弁
・
蘂
・
萼

実
・
種　

莢
（
小
扁
莢
）・
子
（
小
子
・
小
扁
子
・
細
子
・
内
子
）
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１
－
４　

西
洋
本
草
学
の
植
物
部
位
名

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
の
植
物
書
は
、
本
草
学
（H

erbal

）
の
ド
ド
ネ
ウ

ス
（R.�D

odoneas

）
の
『
草
木
譜
』
“CR

V
Y

D
T

-BO
E

CK

”を
最
初
と
す
る
。

こ
の
書
が
和
蘭
商
館
長
の
ワ
ー
ヘ
ナ
ー
ル
（Z.W

agenaer

）
か
ら
老
中
稲
葉
美

濃
守（
正
則
）に
贈
ら
れ
た
の
は
万
治
二
年〔1659

〕の
こ
と
で
あ
る
が（
モ
ン
タ
ー

ヌ
スA

.�M
ontanus

『
日
本
使
節
記
』）、
石
井
当
光
原
訳
・
吉
田
正
恭
修
定
『
遠

西
独
度
涅
烏
斯
草
木
譜
』
と
し
て
完
訳
さ
れ
た
の
は
十
九
世
紀
前
半
の
こ
と
で
あ

る
（
文
政
六
年
〔1823
〕
大
槻
玄
沢
序
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
資
料
影
印
叢
書

洋
学
編
所
収
に
よ
る
）。
そ
の
訳
本
で
は
第
二
冊
目
以
降
が
本
文
に
な
る
が
、
第

二
冊
目
の
終
わ
り
か
ら
第
三
冊
目
に
か
け
て
、
第
一
章
「
草
木
ノ
品
類
ヲ
論
ズ
」、

第
二
章
「
生
植
各
部
ノ
名
称
ヲ
弁
ズ
」、
第
三
章
「
草
木
ノ
功
用
ノ
大
較
ヲ
論
ズ
」、

第
四
章
「
第
一
ノ
功
并
位
度
ヲ
論
ズ
」、
第
五
章
「
薬
物
ノ
氛
気
ヲ
論
ズ
」、
第
六

章
「
第
二
ノ
功
ヲ
論
ズ
」
と
い
っ
た
内
容
を
概
説
す
る
。
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま

で
の
内
容
は
、
人
間
が
利
用
す
る
植
物
の
「
気
味
能
毒
を
詳
に
す
る
」
中
国
の
本

草
学
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
章
に
、

草
木
ノ
品
類
ハ
分
テ
四
類
ト
ス
。
曰
ク
樹
。
曰
ク
潅
。
曰
ク
叢
。
曰
ク
草
、

是
ナ
リ
。

と
あ
り
、
中
国
本
草
書
と
は
異
な
り
、
人
の
生
活
と
の
関
わ
り
か
ら
で
は
な
く
、

植
物
そ
の
も
の
の
特
徴
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
の
は
中
国
と
は
異
な
る
分
類
法

で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
類
法
は
『
厚
生
新
編
』
巻
之
二
（
馬
場
佐
十
郎
訳
・
大
槻

玄
沢
校
」
文
化
八
年
〔1811

〕
頃
成
）「
花
卉
又
花
品
」
の
項
に
も
、

…
生
植
類
を
三
種
に
分
つ
。
其
一
は
よ
ろ
づ
の
花
草
〈
是
は
茎
も
葉
も
と
も

に
橋し
な
や
か軟
な
り
〉
其
二
は
潅く
は
ん
ぼ
く木〈
是
は
草
と
木
と
の
間
の
も
の
に
し
て
草
の
如

く
木
の
如
く
低
く
生
す
。
但
し
こ
れ
は
根
よ
り
多
く
の
茎
を
生
ず
る
も
の
な

り
。
皆
是
を
「
ヘ
ー
ス
ト
ル
」
と
云
〉
其
三
は
蕎き
や
う
ぼ
く木〈
是
は
一
幹
に
し
て
高

く
聳
ゆ
る
木
な
り
〉
な
り
。

と
あ
り
、
西
洋
に
お
け
る
分
類
法
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
植
物
の
各
部
も
中
国
・
日
本
の
本
草
学
と
少
し
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
第
一
冊
目
の
「
題
言
」
に
「
草
木
部
属
各
部
名
称
、
如
二
根
幹
枝
葉
花
実�

等
一
以
二
漢
名
一
直
訳
焉
。
於
二
漢
人
所
一㆑
未
㆑
説
者
姑
新
製
二
訳
字
一
、
俟
二
後
覧
之

訂
正
一
」
と
あ
り
、
第
二
章
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
部
位
名
の
一
覧
が
あ
る
（
一

部
掲
載
順
序
を
変
え
た
）。

根ネ　
　
　

�

生
植
ノ
歳
最
下
部
ニ
シ
テ
地
中
ニ
親
比
シ
テ
養
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ナ

リ

幹ミ
キ　
　
　

�

是
レ
樹
木
ノ
土
上
ヘ
幹
立
シ
上
ナ
ル
諸
部
ニ
養
ヲ
送
ル
コ
ト
ヲ
ナ

ス
モ
ノ
也
。
此
部
ハ
草
ニ
於
テ
ハ
茎ク
キ

（
注
略
）
ト
云
フ
。
…

枝エ
ダ　
　
　

�

是
レ
樹
幹
ヨ
リ
分
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
四
方
ヘ
繁
延
ス
ル
コ
ト
猶

人
身
ノ
腕
ア
ル
ガ
如
シ
。

皮カ
ハ　
　
　

�

樹
木
ノ
最
外
ノ
部
ニ
シ
テ
幹
茎
枝
根
ヲ
被
包
ス
。
猶
人
身
ノ
膜
皮

表
被
瘡
痂
ノ
如
キ
是
ナ
リ
。
木
皮
ハ
単
複
ノ
二
種
ア
リ
。
単
皮
ト

云
ハ
甚
厚
シ
テ
外
面
麁
糙
ニ
シ
テ
鱗
皺
ア
リ
。
又
襞
裂
ス
ル
モ
ア

リ
。
内
面
ハ
平
滑
ナ
リ
。
複
皮
ト
云
ハ
薄
シ
テ
重
畳
ス
。

木ナ
カ
コ心　

　

材
ノ
中
心
ナ
リ
。

茎ク
キ　
　
　

�

草
属
ノ
茎
ハ
大
ナ
ル
者
ヲ
斯ス
テ
ー
ル

得
児
ト
称
シ
、
小
ナ
ル
者
ヲ

斯ス
テ
ー
ル
ケ
ン

得
児
建
ト
称
ス
。
又
蘆
足
豆
穀
等
ノ
茎
ハ
斯ス

ト

ペ

ル

禿
百
児
一
名

法ハ

ル

ム
児
莫
ト
云
フ
。

葉ハ　
　
　

�

是
レ
生
植
ノ
衣
服
装
飾
ノ
如
シ
。
故
ニ
落
葉
ス
レ
バ
恰
モ
裸
体
ノ

如
シ
。

花ハ
ナ　
　
　

�

是
レ
生
植
ノ
部
分
ニ
於
テ
愛
観
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
即
チ
実
ノ�

欠
字

花
後
各
其
性
ニ
従
テ
実
ニ
結
ブ
。

萼ウ
テ
ナ
　
　
　

初
テ
花
ヲ
此
中
ニ
含
蓄
シ
後
実
ヲ
保
有
ス
。

蕊シ
ベ　
　
　

是
レ
花
中
ノ
最
小
線
條
ニ
シ
テ
萼
内
ヨ
リ
発
出
ス
。

実ミ　
　
　

子
仁
ヲ
此
ノ
中
ニ
蔵
ス
。
又
子
仁
ノ
露
レ
生
ズ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

殻　
　
　

�
是
レ
実
ノ
円
ク
シ
テ
珠
形
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
也
。
又
蒜
様
ノ
根
モ
樸ボ

ル児

ト
名
ヅ
ク
羅
甸
ニ
皮ビ
ツ

児ボ

ル

サ
樸
沙
ト
云
。

材マ
キ　
　
　

�

是
レ
樹
木
ノ
皮
中
ニ
覆
ル
ヽ
所
ノ
内
部
ニ
シ
テ
コ
レ
ヲ
穿
ツ
ニ
堅
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硬
ナ
ル
モ
ノ
也
。
即
チ
樹
木
ノ
体
ト
モ
肉
ト
モ
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ

リ
。

木モ
ク
メ理　
　

是
レ
材
ノ
縦
直
ナ
ル
条
理
ニ
シ
テ
上
下
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
也
。

瓤ズ
イ　
　
　

是
亦
材
ノ
中
心
ニ
シ
テ
軽
鬆
軟
弱
ナ
ル
モ
ノ
也
。

蕊ニ
ホ
ヒ頭　
　

是
レ
花
蕊
尖
ノ
星
点
ナ
リ
。

花ハ
ナ
ビ
ラ
ノ
ツ
メ

弁
底　

�
是
レ
花
弁
ノ
萼
中
ニ
固
著
ス
ル
処
。
其
本
色
ナ
ク
シ
テ
枯
白
色
ナ

ル
ヲ
云
フ
。

小
殻　
　

是
レ
前
條
（
殻
）
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
也
。
子
其
内
ニ
蔵
ス
。

莢サ
ヤ　
　
　

是
レ
狭
長
ナ
ル
外
皮
ニ
シ
テ
子
仁
粒
顆
ヲ
其
中
ニ
蔵
ス
。（
下
略
）

絮ワ
タ　
　
　

是
レ
花
謝
シ
テ
後
毛
絮
ヲ
著
セ
ル
子
ヲ
云
フ
。

こ
の
よ
う
に
植
物
の
部
位
名
を
纏
め
て
示
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
中
国
・
日

本
の
本
草
書
に
は
な
か
っ
た
。
訳
者
吉
田
正
恭
が
「
右
件
ノ
諸
体
ハ
千
草
万
卉
尽

ク
其
物
ニ
分
賦
シ
テ
各
其
用
ヲ
為
ス
所
ノ
モ
ノ
也
。
詳
ニ
倒
生
（
草
木
の
意
）
啓

微
ニ
著
ハ
ス
」
と
言
う
よ
う
に
、
同
じ
く
本
草
学
で
は
あ
っ
て
も
、
西
洋
の
本
草

学
で
は
植
物
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
視
点
が
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ

れ
る
。

２　

近
代
植
物
学
に
お
け
る
植
物
部
位
名

本
草
学
が
認
識
す
る
植
物
の
部
位
は
多
く
外
か
ら
見
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
西
洋
植
物
学
は
植
物
を
剖
別
し
て
、
内
部
を
も
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
本
草
学
が
人
間
の
利
用
を
基
準
に
植
物
を
分
類
す
る
の
に
対
し
て
、
西
洋

の
近
代
植
物
学
は
、
植
物
を
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。
そ
れ
は
植
物
も
ま

た
創
造
主
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
人
に
と
っ
て
有
用
無
用
を
問
わ

ず
、
そ
の
す
べ
て
の
目
録
を
作
成
す
る
た
め
の
、
ま
た
、
神
の
み
わ
ざ
の
霊
妙

さ
を
植
物
を
解
剖
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
官
の
働
き
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
学

問
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
リ
ン
ド
レ
イ
（John�Lindley

）
の
“The 

E
lem

ents of Botany

”（1841

）
の
漢
訳
『
植
物
学
』（
清
の
咸
豊
八
年
〔1858

〕

刊
）
の
李
善
蘭
の
「
序
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
文
中
の
「
二
君
」
と
は
在
華
宣

教
師
の
韋
廉
臣A

lexander�W
illiam

son

と
艾
約
瑟Joseph�Edkins

の
こ
と

で
あ
る
。

蓋
し
、
動
植
諸
物
は
、
皆
上
帝
の
造
れ
る
所
な
り
。
器
用
の
精
を
験
じ
て
則

ち
工
匠
の
巧
を
知
り
、
田
野
の
冶
を
見
て
、
則
ち
農
夫
の
勤
を
識
る
。
植
物

の
精
美
微
妙
を
察
す
れ
ば
、
則
ち
上
帝
の
聡
明
叡
智
を
見
る
べ
し
。
然
れ
ば

則
ち
二
君
の
汲
汲
と
し
て
此
書
を
訳
す
な
り
。（
原
漢
文
。
以
下
同
じ
）

本
文
中
に
も
諸
器
官
の
働
き
を
述
べ
て
「
此
れ
造
物
主
の
妙
用
な
り
」「
此
れ

に
上
帝
の
大
慈
見
ゆ
」
な
ど
の
句
が
頻
出
す
る
。

日
本
に
初
め
て
西
洋
近
代
植
物
学
を
体
系
的
に
紹
介
し
た
の
は
宇
田
川
榕
菴
の

『
植
学
啓
原
』（
天
保
四
年
〔1833

〕
成
、
天
保
五
年
刊
）
で
あ
る
が
、
西
洋
の
植

物
学
と
東
洋
の
本
草
学
と
の
違
い
を
箕
作
阮
甫
は
『
植
学
啓
原
』
の
「
序
」
で
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
テ
キ
ス
ト
に
は
江
戸
科

学
古
典
叢
書
24
『
植
学
啓
原
・
植
物
学
』〔
恒
和
出
版1980

〕
に
収
録
さ
れ
て
い

る
復
刻
影
印
本
を
用
い
た
。
た
だ
し
、
原
漢
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
る
）。

蓋け
だ

し
本
草
は
名
に
就
い
て
物
を
識
り
、
気
味
能
毒
を
詳
に
す
る
に
過
ぎ
ず
。

猶な
お

角
あ
る
者
は
牛
、
鬣
た
て
が
みあ
る
者
は
馬
な
る
を
知
る
が
如
し
、
甚
だ
究
理
と
相

渉
ら
ざ
る
な
り
。
若も

し
夫そ

の
所い
わ
ゆ謂
る
植
学
は
花
葉
根
核
を
剖
別
し
、
各
器
の

官
能
を
弁
析
す
る
こ
と
猶
動
物
の
解
剖
有
る
が
ご
と
し
。
真
に
究
理
の
学
な

り注
③

。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
西
洋
近
代
植
物
学
が
輸
入
さ
れ
た
時
、
新
た
に
区
別

さ
れ
た
部
位
名
と
そ
の
機
能
を
説
明
す
る
た
め
の
語
を
飜
訳
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る
が
、
宇
田
川
榕
菴
は
そ
れ
ら
の
語
を
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
飜
訳
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

２
－
１　
『
植
学
啓
原
』
に
見
え
る
部
位
名

『
植
学
啓
原
』
全
三
巻
。
巻
一
で
は
栄
養
器
官
で
あ
る
根
・
幹
茎
・
葉
の
形
態

が
、
巻
二
で
は
繁
殖
器
官
で
あ
る
花
・
実
の
形
態
が
説
明
さ
れ
る
。
巻
三
は
植
物

生
化
学
と
も
い
う
べ
き
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
巻
一
の
最
初
に
は
学
問
の
種
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類
や
方
法
論
お
よ
び
植
物
分
類
法
が
述
べ
ら
れ
、
巻
二
の
最
後
に
動
物
と
植
物
の

両
方
を
持
つ
植
虫
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

以
下
、
巻
一
と
巻
二
か
ら
植
物
を
形
成
す
る
部
位
名
を
抜
き
出
す
が
、
異
形
態

の
名
称
は
対
象
と
は
し
な
い
（
例
え
ば
根
の
種
類
の
鬚
根
・
直
根
・
蔓
根
・
球た
ま

根ね

・
鱗
根
・
索ソ

リ

ダ
里
達
・
襲
根
・
双
根
・
粒
根
・
塊
根
・
掛
根
な
ど
）。
ま
た
所
在

に
よ
る
異
名
も
採
ら
な
い
（
例
え
ば
種
子
葉
の
茎
の
下
体
に
生
じ
る
脚
葉
、
茎
頭

に
生
じ
る
梢
葉
、
花
本
に
生
じ
る
華
葉
、
葉
芽
と
茎
芽
な
ど
）。
た
だ
し
、
異
形

態
の
も
の
に
特
徴
的
に
存
在
す
る
部
位
名
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
取
り
上
げ

る
こ
と
に
す
る
。

「　

」
で
括
っ
た
の
が
部
位
名
で
あ
る
（
そ
の
部
位
内
部
に
存
在
す
る
も
の
の

名
を
も
含
む
）。
併
せ
て
そ
れ
ら
が
ど
の
部
分
を
指
す
の
か
を
『
植
学
啓
原
』
の

説
明
に
基
づ
い
て
簡
単
に
記
す
。

根　

 

「
根
」
は
「
根
皮
」
と
「
根
質
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　

�

根
皮
に
は
「
表あ
ま
か
は被
」
が
あ
り
、
表
被
に
は
「
噏
収
孔
」
が
あ
る
。
根
皮

の
材
質
は
「
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
」（
柔
組
織
＝
植ウ

ト
リ
キ
ュ
リ

物
細
胞
）
で
あ
る
。

　
　
　

根
質
に
は
二
管
と
三
際
が
あ
る
。

　
　
　
　

二
管
と
は
「
気
リ
ユ
ク
ト
ハ
ー
テ
ン
管
」「
液
サ
ツ
プ
ハ
ー
テ
ン
管
」
で
あ
る
。

　
　
　
　

三
際
と
は
「
皮
」・「
材
」・「
髄
」
で
あ
る
。

　
　
　

根
の
材
質
は
「
真
材
（
＝
心
）」
と
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
と
か
ら
な
る
。

幹
茎
「
幹
」
は
樹
木
、「
茎
」
は
草
の
そ
れ
を
を
言
う
。

　
　
　

茎
に
は
稈
・
葶
・
花は
な
の
く
き梗・
葉
柄
・
巻つ

る鬚
の
別
種
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

�

稈
（
䅌
）
に
「
稜
角
」
が
あ
る
も
の
が
あ
る
。「
刺
」
ま
た
「
針
」

の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
　

花
梗
は
「
茎
頭
」「
上
梗
」「
下
梗
」
と
に
分
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

�

茎
頭
に
「
穂ほ
ざ
き花
」
が
簇
生
し
、「
葉
柄
」
を
萌
発
の
初
め
に
横
断

す
れ
ば
「
輪わ匝
」
が
あ
る
。
輪
匝
は
「
裏
皮
」
で
あ
る
。
中
心
に

「
髄
」
が
あ
る
。
髄
は
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
で
あ
る
。

　
　
　

幹
茎
に
は
「
脈
管
」
と
「
三
際
」
が
あ
る
。

　
　
　
　

�

脈
管
に
は
「
材
の
繊
維
」・「
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
」・「
管
」・「
気
管
」
が
あ
る
。

　
　
　
　

三
際
と
は
「
皮
」「
材
」「
髄
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

�

皮
は
「
表あ
ま
か
わ被
」・「
外か

わ皮
」・「
裏う
ら
か
わ皮
」・「
白し
ら
だ被
」
の
四
部
か
ら
な
る
。

皮
よ
り
「
針
」
が
生
じ
る
。

　
　
　
　
　
　

表あ
ま
か
わ被
に
「
噏
孔
」・「
蒸
発
孔
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

外か

わ皮
の
質
は
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

�

裏う
ら
か
わ皮
（
一
名
、
薄
皮
）
は
外か

わ皮
の
下
に
あ
る
。
古
名
は
リ
プ
ル

Liber

。
越
年
し
て
白し
ら
だ被
に
変
じ
、
歳
輪
（
年
輪
）
の
最
外
の

層
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　

�

白し
ら
だ被
は
裏う
ら
か
わ皮
と
材
の
間
に
あ
り
、
年
を
経
て
材
と
な
る
。

　
　
　
　
　

�

材
は
白
被
の
下
に
あ
り
、「
細
胞
」
を
具
す
。
材
よ
り
「
刺
」
が

生
じ
る
。

　
　
　
　
　

髄
は
材
心
に
あ
り
、
先
端
部
は
花
の
心
蕊
と
な
る

葉　

� 

「
葉
」
の
外
は
「
表
被
」
で
あ
り
、
内
は
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
で
あ
る
。
葉
の
中
に

は
「
気
脈
」・「
液
脈
」
と
気
水
二
脈
の
間
に
錯
間
す
る
小
胞
の
ご
と
き

「
細キ
リ
ー
ル腺
」
が
あ
る
。

　
　
　

�

葉
の
大
筋
を
「
中
筋
」
と
言
う
。
枝
分
か
れ
し
た
も
の
を
「
肋
状
筋
」

と
い
う
。

　
　
　

葉
面
に
「
蒸
発
孔
」、
葉
背
に
「
噏
収
孔
」
が
あ
る
。

　
　
　

葉
柄
の
腋
に
生
え
る
葉
を
「
托
葉
」
と
い
う
。

　
　
　

�

表
被
と
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
を
除
去
す
れ
ば
気
脈
と
液
脈
だ
け
に
な
り
、
こ
れ
を

「
骸
骨
」
と
い
う
。

花　
 

「
花
」
は
総
名
。「
花
梗
」
の
上
に
あ
る
。

　
　

 
「
萼
」・「
花リ

ン頭
」・「
鬚
蕊
」・「
心
蕊
」・「
子
牀
」
か
ら
成
る
。

　
　
　

�
花
萼
は
花
を
載
せ
、
花
を
包
む
者
の
総
称
。
常ウ
テ
ナ萼
・
繖
萼
・
葇ヱ
ノ
コ
ロ荑
・

苞ハ
カ
マ・
穎カ
フ

・
蘚
帽
・
蕈カ

サ笠
の
七
種
が
あ
る
。「
常ウ
テ
ナ萼
」が
通
常
の
萼
で
あ
り
、

こ
れ
以
外
は
別
種
。

　
　
　

�

萼（
＝
常
萼
。「
花
衣
」と
も
）。
外
に
表
皮
、
内
に
巴バ
レ
ン
シ
マ

連
舎
馬
あ
り
。「
気
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脈
」「
液
脈
」
が
錯
綜
す
る
。
萼
は
花
時
の
名
、
花
落
ち
て
後
は
「
蒂へ
た

」

と
い
う
。

　
　
　

花り

ん頭
。「
花
辨
」
の
全
形
を
言
う
。

　
　
　
　

�

花
辨
の
頭
を
「
辨ヲ
ミ
ナ尖
」、
辺
縁
を
「
舷
リ
ン
ピ
ユ
ス」、
根
を
「
花ナ
ー
ゲ
ル爪
」
と
い
う
。

単
辨
花
で
萼
に
接
す
る
所
に
筒
を
な
し
て
い
る
も
の
を
「
筒
子
」
と

言
い
、
筒
子
と
舷
と
の
間
を
「
喉ケ
ー
ル
」（
花
喉
）
と
言
う
。
筒
子
の
底

が
塞
が
っ
て
曲
が
る
も
の
を
「
鶏ス
ポ
ー
ル距
」（「
嘴
」
と
も
）
と
言
う
。

　
　
　
　

�

四
辨
歪
邪
の
花
の
最
上
広
濶
の
辨
を
「
旗
辨
」、
そ
の
左
右
に
あ
る

も
の
を「
両フ
レ
ウ
ゲ
ル翼」、
そ
の
下
に
あ
っ
て
両
翼
を
捧
げ
る
も
の
を「
龍
骨
」

と
言
う
。

　
　
　

�

鬚ヘ
ル
ム
ス
テ蕊（「
雄ル
ネ
ー蕊
」
と
も
）。
頭
に
囫
球
が
あ
り
、
黄
粉
を
吐
く
。
こ
れ
を

「
葯
ヘ
ル
ム
チ
ー」
と
言
う
。
葯
の
茎
を
「ダ
ラ
ー
ト」
と
言
い
、
葯
と

を
合
わ
せ
て
鬚

蕊
と
言
う
。
葯
は
両
片
の
「
葯
膜
」
を
併
せ
、「
花
粉
」
を
包
む
。

　
　
　
　

�

一
花
の
花
ス
ト
イ
ヌ
メ
ー
ル
粉
（「
粉
球
」
と
も
）
は
数
千
。
一
粒
は
千
百
万
の
細
球

を
蔵
す
。
之
を
「
花
精
」
と
言
う
。

　
　
　

�

心
ス
タ
ム
ベ
ル
ネ
ー
蕊
（「
雌
蕊
」
と
も
）
は
髄
よ
り
生
じ
、
髄
皮
の
終
わ
る
所
で
あ
る
。

「
花
心
」
に
あ
り
、
そ
の
頭
を
「
柱メ
ル
ク頭
」、。
柱
頭
に
は
短
毛
が
密
に
布

い
て
い
る
。
短
毛
は
細
微
の
管
で
あ
る
。「
花ス
テ
ー
ル柱
」
は
心
蕊
の
茎
。
花

後
に
角
児
を
な
す
。「
卵
巣
」
は
心
蕊
の
根
本
で
あ
り
、
液
を
萼
・
子

牀
か
ら
受
け
る
。

　
　
　

�

子
サ
ー
ド
ベ
ッ
ト
牀
（「
胞
衣
」
と
も
）。
花
梗
の
上
、
萼
の
下
に
あ
り
実
を
護
持
す
る

所
で
あ
る
。

　
　
　
　

�

ま
た
、「
蜜
ホ
ー
ニ
フ
バ
ッ
ク
槽
」
が
諸
処
に
あ
る
。
卵
巣
の
上
に
あ
り
腺
状
を
な
す

も
の
を
蜜
腺
と
言
う
。
蜜
辨
、
蜜
鱗
と
呼
ば
れ
る
形
の
も
の
も
あ

る
。

実　

� 

「
実
」
は
総
名
。
卵
巣
の
老
成
す
る
も
の
を
い
う
。「
子
室
」「
種
子
」
に

分
か
れ
る
。
子
室
に
蒴
・
角
・
莢
・
蓇
葖
・
核
果
・
膚
果
・
跋バ
ツ
カ加
・
桧
果

の
八
種
類
が
あ
る
（
こ
の
別
種
に
部
位
名
が
見
ら
れ
る
の
で
、
次
に
掲
げ

る
）

　
　
　

蒴
カ
プ
シ
ュ
ラに
は
「
溝
路
」・「
縦
膈
膜
」・「
蒴
心
」・「
室
」
の
四
部
が
あ
る
。

　
　
　

�

角ハ
ー
ウ（
狭
長
の
子さ
や

室
）
の
内
に
縦
膈
膜
が
あ
り
、
両
室
に
分
か
ち
、
種
子

を
蔵
め
る
。
縦
膈
膜
に
「
臍
帯
」
が
あ
り
、
種
子
を
繋
ぐ
。

　
　
　

�

莢ヘ
ウ
ル（
同
じ
く
狭
長
の
子さ
や

室
）。
二
片
の
硬
膜
が
あ
り
、
外
に
は
縫
際
が

あ
る
。
内
子
（「
豆
」）
に
臍
帯
が
あ
っ
て
縫
際
に
並
ぶ
。
豆
の
脇
に
は

眼
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
臍め

」
と
言
う
（
臍
帯
の
痕
で
あ
る
）。

　
　
　

�

蓇コ
ン
セ
プ
タ葖は
一
片
の
皮
で
あ
り
、
子
室
を
成
す
。
内
子
に
臍
帯
が
あ
る
。

　
　
　

�

核プ
ロ
イ
ム果
に
は
皮
・
肉
瓤
・
脈
絡
・
核
が
あ
る
。

　
　
　

�

膚
ピ
ッ
ト
フ
リ
ク
ヲ
ン
果
は
皮
・
肉
瓤
・
脈
絡
・
沙
瓤
の
四
部
か
ら
な
る
。
膚
果
の
頂
に

攅
花
の
痕
が
有
り
、「
鼻
」
と
も
「
臍
」
と
も
名
づ
く
。
臍
の
対
下
は

「
蔕へ
た

」
と
言
う
。

　
　
　

�

跋ペ
シ
イ
ン加
に
は
「
皮
」・「
肉
」・「
瓤
」
が
あ
り
、
種
子
を
蔵
む
。

　
　
　

�

桧コ
ミ
ュ
ス果
の
通
身
に
「
甲
錯
」
が
あ
る
。

種
子�

「
種
子
」（「
核
」
と
も
）
は
植
物
の
卵
で
あ
る
。「
仁
薏
」・「
細
根
」・

「
種か
ひ
わ
れ

子
甲
」（
あ
る
い
は
「
種
子
葉
」）・「
臍
」・「
種
子
膜
」・「
冠
毛
」・「
子

翅
」
か
ら
な
る
。

　
　
　

�

核
の
中
に
「
仁
」、
仁
の
中
に
「
薏
」
が
あ
る
。
仁
は
二
膜
（
外

「
叔シ
ョ
リ
オ
ン

里
翁
」・
内
「
亜ア
ム
ニ
オ
ン

牟
尼
翁
」）
で
被
わ
れ
て
い
る
。
亜ア
ム
ニ
オ
ン

牟
尼
翁
は
動

物
の
水
衣
（
胎
児
を
包
む
膜
）
に
類
し
、
細
根
と
種
子
甲
を
包
む
。

　
　
　

�

種か
ひ
わ
れ子
甲
・
種
子
葉
は
種
子
が
地
に
在
り
て
外
皮
を
割
る
時
の
名
で
あ

る
。

　
　
　

�

種
子
膜
は
種
子
の
最
外
の
膜
で
あ
り
、「
皮
」
と
も
「
斗
」
と
も
、「
殻
」

と
も
名
づ
け
る
。

　
　
　

�
種
子
の
頭
に
あ
る
毛け絮
を
「
冠
毛
」、
膜
の
よ
う
で
歯
あ
る
も
の
を
「
冠

膜
」、
冠
を
頂
く
も
の
を
「
冠
子
」、
種
子
の
周
辺
に
あ
っ
て
箭
羽
の
よ

う
な
も
の
を
「
子
翅
」
と
い
う
。
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２
－
２　

李
善
蘭
等
の
『
植
物
学
』
の
部
位
名

中
国
に
西
洋
近
代
植
物
学
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、
リ
ン
ド
レ
ーJohn�

Lindley

の
“The E

lem
ents of Botany

”（1841

）
を
漢
訳
し
た
と
さ
れ
る
『
植

物
学
』（
韋
廉
臣A

lexander�W
illiam

son,�

艾
約
瑟Joseph�Edikins

輯
述
・

李
善
蘭
筆
述
。
清
の
咸
豊
八
年〔1858

〕刊
）で
あ
る
。
全
八
巻
。
巻
一
の「
総
論
」

で
は
動
植
物
と
諸
石
類
（
鉱
物
）
と
の
違
い
、
ま
た
動
物
と
植
物
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
巻
二
の
「
論
内
体
」
は
植
物
内
部
形
態
学
あ
る
い

は
植
物
解
剖
学
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
聚
胞
体
・
木
体
・
線
体
・
乳
路
体
の
四
つ

の「
内
体
」（
細
胞
体
）に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
巻
三
か
ら
巻
六
ま
で
は「
論

外
体
」
で
、
根
・
幹
・
枝
（
以
上
、
巻
三
）
葉
（
巻
四
）、
花
（
巻
五
）、
果
・
種

子
・
無
花
之
種
子
（
以
上
、
巻
六
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
巻
七
の
「
察

理
之
法
」
は
分
類
法
の
こ
と
で
あ
り
、
巻
八
の
「
分
科
」
は
分
類
の
大
綱
を
述
べ

た
も
の
で
、
分
類
植
物
学
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
書
の
巻
二
「
論
内
体
」
に
、

　

�

植
物
全
体
中
、
無
数
の
細
胞
体
有
り
。
胞
中
皆
流
質
有
り
。
此
の
細
胞
一

胞
、
一
体
を
為
す
。
相
ひ
比
附
し
て
植
物
全
体
を
成
す
。
凡
そ
種
子
・
根
・

本
幹
・
枝
・
葉
・
花
・
果
、
皆
此
の
細
胞
体
を
以
て
之
を
造
成
す
。
細
胞
体

を
名
け
て
内
体
と
曰
ふ
。
根
・
本
幹
・
枝
・
葉
・
花
・
果
の
類
を
名
け
て
外

体
と
曰
ふ
。（
原
漢
文
。
以
下
同
じ
）

と
あ
り
、
巻
三
の
冒
頭
の
「
論
外
体
」
に

　

�

外
体
に
七
つ
有
り
。
根
と
曰
ひ
、
幹
と
曰
ひ
、
枝
と
曰
ひ
、
葉
と
曰
ひ
、
果

と
曰
ひ
、
種
子
と
曰
ふ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
植
物
は
根
・
幹
・
枝
・
葉
・
花
・
果
・
種
子
の
各
部
に
区
分
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
細
胞
体
（
聚
胞
体
）
か
ら
な
る
各
部
位
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が

な
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
三
か
ら
巻
六
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
か
ら
部
位
名
と
判
断

さ
れ
る
も
の
を
、『
植
学
啓
原
』
と
同
じ
よ
う
に
ど
の
部
分
の
名
で
あ
る
か
理
解

で
き
る
よ
う
に
『
植
物
学
』
の
説
明
を
簡
略
に
加
え
て
、
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
た
だ
し
『
植
学
啓
原
』
の
よ
う
に
「
…
を
…
曰
ふ
」
な
ど
と
の
書
き
方

が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
少
な
い
の
で
、
部
位
名
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
か
ど

う
か
の
判
断
が
付
か
な
い
も
の
が
多
い
。
部
位
名
と
判
断
し
た
も
の
を
「　

」
で

括
っ
て
示
す
。

根　

� 

「
根
」
は
「
総
根
」・「
根
管
」・「
幹
領
」
の
三
部
に
分
け
ら
れ
る
。
総
根

は
根
の
中
部
で
あ
り
、
幹
領
は
幹
足
を
護
る
も
の
で
あ
る
。
根
管
の
末
の

細
部
を
「
微
水
綿
」
と
い
う
。
管
末
に
「
口
」
が
あ
る
。�

幹　

�

外
長
類
の
「
幹
」
に
は
「
心
」・「
心
の
皮
」（
心
皮
）・「
木
」（
木
体
）・「
通

皮
と
木
の
層
」（
通
皮
木
の
層
）・「
皮
」
か
ら
な
る
。
皮
は
四
層
か
ら
な

り
、
第
一
層
は
「
外
皮
」、
第
四
層
は
「
内
皮
」（
真
皮
）
と
言
う
。
心
皮

に
は
無
数
の
細
い
「
支
管
」
が
あ
る
。
内
皮
は
「
通
皮
木
の
層
」
か
ら
な

る
。
幹
中
に
「
管
」（
細
長
管
）
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
胞
嚢
」
が
あ
る
。

嚢
の
中
は
厚
流
質
で
あ
る
。
木
は
心
皮
の
外
に
あ
り
、
毎
年
一
層
ず
つ
増

え
て
い
く
。

枝　

�

幹
か
ら
「
枝
」
を
生
じ
、
枝
か
ら
「
條
」（
小
枝
）
を
生
じ
る
。「
刺
」「
節
」

あ
る
も
の
が
あ
る
。

葉　

� 

「
葉
」
は
「
管
」
と
「
胞
体
」
と
か
ら
な
る
。
管
は
「
総
管
」
か
ら
「
枝
管
」

（「
支
管
」）を
生
じ
、
枝
管
は「
細
管
」を
生
じ
、
細
管
の
末
に
は
常
に「
細

胞
」
が
あ
る
。
葉
は
二
層
を
成
し
、「
葉
上
」
に
「
刺
」・「（
外
皮
の
）
口
」

が
あ
る
も
の
が
あ
る
。

花　

� 

「
花
」
は
「
萼
」（「
花
萼
」）・「
辨
」（「
花
辨
」）・「
鬚
」（「
花
鬚
」）・「
心

（
花
心
）」
か
ら
な
る
。
未
開
の
時
は
「
蕊
」
の
状
態
で
あ
る
。

　
　

�

萼
は
花
落
ち
て
後
、
果
の
皮
、
果
の
蔕
と
な
る
（「
花
蔕
」。
萼
に
茎
が
あ

る
。

　
　

�
鬚
は
「
囊
（
粉
囊
）」
と
茎
（
鬚
の
茎
）
か
ら
な
り
、
囊
に
は
「
雄
粉
」（
鬚

粉
）
が
あ
る
。

　
　

�

蕊
に
「
跗フ

」（
く
び
す
）
あ
り
。
跗
に
は
総
跗フ

と
そ
れ
を
分
け
た
小
跗フ

と

が
あ
る
。

　
　

�

心
は
花
の
中
に
あ
り
、
皮
に
巻
か
れ
て
お
り
、「
子
房
」・「
管
」（「
花
柱
」
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と
も
）・「
口
」（
柱
頭
の
こ
と
）の
三
体
か
ら
な
る
。「
茎
」（
花
柄
）が
あ
る
。

「
心
皮
」は「
胎
座
」と
な
り
、
そ
の
中
に「
卵
」が
あ
る
。
卵
の
中
に「
胚
珠
」

が
あ
る
。「
胚
」
を
生
じ
、
外
に
「
核
」
を
生
ず
。
核
に
「
胚
乳
」
が
あ
る
。

ま
た
子
房
は「
隔
膜
」で
分
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
子
房
内
に
は「
小

卵
」
が
あ
る
。

果　

� 

「
果
」
に
は
「
隔
膜
」
が
あ
る
。「
蒂へ
た

」
は
則
ち
花
の
「
跗フ

」。
頂
は
則
ち

心
の
茎
で
あ
る
。

種
子�

「
種
子
」
は
子
房
内
の
卵
が
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
胚
胞
・
胚
乳
・
胚
か

ら
な
る
。
胚
胞
の
四
周
に
「
叢
毛
」
が
あ
る
。
胚
の
中
に
は
未
出
の
仁
、

未
生
の
根
、
実
生
の
幹
、
幹
の
領
が
あ
る
。

２
－
３　
『
植
学
啓
原
』
と
『
植
物
学
』
の
部
位
名
の
比
較

前
二
節
に
掲
げ
た
『
植
学
啓
原
』
と
『
植
物
学
』
の
語
彙
を
整
理
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る注
④

。「　

」
で
括
っ
た
も
の
は
『
植
学
啓
原
』『
植
物
学
』
共
通
に
見
え

る
も
の
あ
る
。

『
植
学
啓
原
』
の
部
位
名

　

�「
根
」・
細
根
・
表
被
・
裏
皮
・
吸
収
孔
（
噏
収
孔
）・
気
管
・
液
管
・
脈
管
・

材
・
髄
・
稜
角
・
茎
頭
・
上
梗
・
下
梗
・
穂ほ
ざ
き花
・
葉
柄
・
輪わ
匝
・
白し
ら
だ被
・

穎
・
檜
果
・
華
葉
・
角
・
核
果
・
稈
・
気
脈
・
液
脈
・「
茎
」・「
幹
」・「
幹

距
」・「
枝
」・「
刺
」・「
葉
」・「
小
葉
」・「
皮
」・「
外
皮
」・「
細
胞
」・
旗
弁
・

莢
・
膜
・
黄
包
膜
・
膈
膜
・
縦
膈
膜
・
縦
膈
・
蓇
葖
・
細
腺
・
歳
輪
・
蒴
・

松
塔
・
小
胞
・
髄
・
繊
維
・
戴
芒
・
托
葉
・
葉
柄
・
中
筋
・
肋
状
筋
・
粘

液
・
白
包
・
被
子
・
桴
・
膚
果
・
負
芒
・
苞
・
芒
・
脈
管
・
薏
・
裸
子
・

「
花
」・「
花
心
」・「
花
弁
」・
花リ

ン頭
・
花
梗
・「
花
葉
」・
花
爪
・
花
粉
・
柱
頭
・

葶へ
た

・
蓓
蕾
・
雄
蕊
・
雌
蕊
・
心
蕊
・
鬚
蘂
・
葯
・
葯
膜
・
卵
巣
・
胞
衣
・

鼻
・
臍
・
臍
帯
・
子
室
・
子
牀
・
蜜
腺
・
骸
骨
・
喉
・
鶏
距
（
嘴
）・
両
翼
・

龍
骨
・「
萼
」・
辨
尖
・
舷
・
花
爪
・
筒
子
・
花
粉
・

・
花
精
・
花
柱
・
子

牀
（
胞
衣
）・
蜜
槽
（
蜜
腺
・
蜜
辨
・
蜜
鱗
）・「
果
」・「
果
実
」・「
種
」・

「
種
子
」・
子
室
・
蒴
・
蒴
心
・
莢
・
蓇
葖
・
核
果
・
膚
果
・
桧
果
・
溝
路
・

室
・「
蔕へ
た

」・
瓤
・
甲
錯
・
核
・
仁
薏
・
種か
ひ
わ
れ

子
甲
（
種
子
葉
）・
種
子
膜
・
冠

毛
・
子
翅
・「
仁
」・
薏
・
斗
・
殻
・
冠
膜
・
冠
子

『
植
物
学
』
の
部
位
名

　

�「
根
」・
総
根
・
根
管
・
幹
領
・
口
（
根
管
の
口
）・「
茎
」・「
幹
」・
枝
・
條
（
小

枝
）・「
幹
距
」・「
枝
」・
心
（
幹
心
）・
木
（
木
体
・
木
質
）・
通
皮
・「
皮
」・「
外

皮
」・
内
皮
・
心
皮
・「
刺
」・「
葉
」・「
小
葉
」・
口
（
葉
上
の
口
）・
節
・
葉
茎
・

総
管
・
枝
管
・
細
管
・
辨
・
鬚
（
花
鬚
）・
心
（
花
心
）・
花
蔕
・
蕊
・
嚢
（
粉

嚢
）・
胞
嚢
・
子
嚢
・
雄
粉
（
鬚
粉
）・「
果
」・「
果
実
」・「
種
」・「
種
子
」・

管
末
・
小
口
・
管
口
・
微
水
綿
・「
細
胞
」・
細
胞
体
・
聚
胞
体
・
細
長
管
・

厚
流
質
・
核
・「
花
」・「
花
心
」・「
花
弁
」・
花
蕊
・
花
萼
・
花
蒂
・「
花
葉
」・

子
房
・
総
管
・
管
（
花
柱
）・
細
管
・
支
管
（
枝
管
）・
胎
座
・
胎
葉
・「
仁
」・

単
膜
・
卵
・
小
卵
・
胚
・
胚
根
・
胚
珠
・
胚
漿
・
胚
乳
・
胚
胞
・
叢
毛
・
薄

片
・
跗
・
口
・「
蔕
」・「
薄
膜
」・
隔
膜

既
に
朱
京
偉
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
植
学
啓
原
』
で
は
積

極
的
に
術
語
を
造
っ
て
概
念
化
す
る
の
に
対
し
て
、『
植
物
学
』
は
そ
の
傾
向
に

乏
し
い
と
い
う
全
体
的
な
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る注
④

。『
植
物
学
』
で
は
、
例
え

ば
「
葉
底
」「
葉
辺
」「
葉
頭
」
あ
る
い
は
「
小
枝
」「
幹
上
」「
細
管
」「
内
皮
」「
心

皮
」
の
よ
う
に
術
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
判
断
の
つ
か
な
い
も
の

が
多
い
が
、『
植
学
啓
原
』は
明
確
に
術
語
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

例
え
ば
花
弁
の
頭
を
「
辨ヲ
ミ
ナ尖
」、
辺
縁
を
「
舷
リ
ン
ピ
ユ
ス」、
根
を
「
花ナ
ー
ゲ
ル爪
」
と
名
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
な
違
い
は
『
植
物
学
』
が
リ
ン
ド
レ
ー
の
著
だ
け
を
訳
述
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
宇
田
川
榕
菴
は
多
く
の
西
洋
植
物
学
の
専
門
書
か
ら
の
知
識
を
得
て

い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、『
植
物
学
』
は
植
物
地
理
学
と
い
う

べ
き
も
の
や
生
態
や
機
能
、
ま
た
用
途
な
ど
は
別
の
書
物
か
ら
得
た
知
識
で
あ
ろ

う
が
、
多
く
言
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
書
物
か
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ら
の
引
用
も
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。

と
こ
ろ
で
、
西
洋
近
代
植
物
学
は
、
植
物
は
動
物
と
同
じ
く
雌
雄
両
性
結
合
に

よ
っ
て
子
孫
を
残
す
存
在
で
あ
る
と
す
る
考
え
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
植

物
は
人
間
の
利
用
の
た
め
に
存
在
す
る
も
の
で
し
か
な
い
本
草
学
の
国
に
紹
介
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
に
生
殖
器
官Reprodactive�organs

（
花
・

果
実
・
種
子
）
に
関
す
る
訳
語
に
、
動
物
に
用
い
ら
れ
て
い
た
用
語
が
利
用
さ
れ

て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。『
植
物
学
』
で
は
、

胎
座　

胎
葉　

卵　

胚　

胚
根　

胚
珠　

胚
漿　

胚
乳　

胚
胞　

胞
嚢

な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、『
植
学
啓
原
』
で
は
、

�

気
管　

腺
（
細キ
リ
ー
ル腺
・
蜜
腺
）　

骸
骨　

粘
液　

膈
膜
（
縦
膈
膜
）　

中
筋　

肋
状

筋　

卵
巣　

胞
衣　

臍　

臍
帯　

鼻　

喉ケ
ー
ル　

鶏ス
ポ
ー
ル距
（
嘴
）　

両フ
レ
ウ
ゲ
ル翼　

龍
骨

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
の
観
点
か
ら
も
『
植
物
学
』
よ
り
も
『
植
学
啓
原
』

に
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
宇
田
川
榕
菴
が
医
者
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
李
善
蘭
は
数
学
者
・
飜
訳
家
で
あ
り
、
韋
廉
臣
・
艾
約
瑟
は
宣
教
師
で
あ
っ

た
こ
と
に
関
わ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
植
物
学
』
と
『
植
学
啓
原
』

と
が
西
洋
近
代
植
物
学
を
紹
介
す
る
意
図
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
関
わ
る
で
あ

ろ
う
。『
植
物
学
』
は
布
教
の
手
段
と
し
て
の
意
図
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

　

�

動
植
諸
物
の
全
体
、
皆
諸
細
胞
体
を
合
し
て
成
る
。
凡
そ
一
切
五
官
四
肢
臓

腑
枝
葉
花
果
、
皆
器
の
如
し
。
生
命
用
以
元
質
を
取
り
身
を
養
ひ
、
子
を
生

む
は
皆
焉こ
れ

に
頼
る
。
故
に
動
植
諸
物
、
名
づ
け
て
有
器
の
体
と
曰い

ふ
。

と
、「
無
器
の
体
」（
鉱
物
。
生
命
の
無
い
も
の
）
に
対
し
て
植
物
と
動
物
と
は
同

じ
く
「
有
器
の
体
」（
生
命
を
持
つ
も
の
）
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
つ
つ
も
、

　

�

動
植
二
物
、
大
異
に
し
て
小
同
、
数
端
有
り
。

と
述
べ
、
植
物
と
動
物
の
違
い
を
列
挙
す
る
（
巻
１
「
総
論
）。
彼
ら
は
動
植
一

理
と
い
う
考
え
方
よ
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
創
造
主
の
み
わ
ざ
の
霊
妙
さ
を
讃
え

る
こ
と
に
重
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
榕
菴
の
意
図
は
日
本
人
に
と
っ
て
新
し
い
植
物
観
を
伝
え

る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
榕
菴
も
ま
た
造
化
の
巧
妙
さ
は
人
智
の
能
く

究
め
尽
く
す
所
に
あ
ら
ず
と
驚
嘆
す
る
が
、
動
物
と
植
物
は
一
理
で
あ
る
こ
と

の
説
明
に
よ
り
熱
心
で
あ
る
。「
植
物
の
皮
は
動
物
の
皮
の
如
し
」「
葉
は
動
物
の

肺
の
ご
と
し
」「
葯
は
…
動
物
の
睾
丸
の
如
し
」「
心
蕊
…
動
物
の
牝
門
の
如
し
」

「
亜ア
ム
ニ
オ
ン

牟
尼
翁
は
動
物
の
水
衣
（
胎
児
を
包
む
膜
）
に
類
す
」
な
ど
と
あ
る
の
は
、

お
そ
ら
く
『
厚
生
新
編
』
に
も
『
植
物
学
』
の
中
に
も
散
見
す
る
よ
う
に
、
西
洋

の
植
物
学
書
の
文
章
の
直
訳
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
例
え
ば
「
種
子
は
植
物

の
卵
な
り
」
と
説
明
し
た
後
に
さ
ら
に
、

　

�

鳥
卵
の
質
は
一
に
硬か
ら

殻
と
曰
ひ
、
二
に
蛋う
す
か
は内
嫩
皮
と
曰
ひ
、
三
に
白し
ろ
み
の
か
は

包
膜
と

曰
ひ
、
四
に
稀し
ろ
み清
と
曰
ひ
、
五
に
稠
清
と
曰
ひ
、
六
に
黄き
み
の
か
は

包
膜
と
曰
ひ
、
七

に
黄き
み

と
曰
ひ
、
八
に
神
気
と
曰
ひ
、
九
に
気
室
と
曰
ふ
。
…
今
、
之
を
種
子

の
質
に
比
す
れ
ば
、
則
ち
種
子
膜
は
硬
殻
な
り
。
叔シ
ョ
リ
オ
ン

里
翁
（
注
略
）
は
蛋
内

嫩
皮
な
り
。
亜ア
ム
ニ
オ
ン

牟
尼
翁
（
注
略
）
は
黄
包
膜
な
り
。
仁
は
黄
な
り
。
薏
は
神

気
な
り
。
但
し
、
種
子
は
清
に
比
す
可
き
者
な
し
。
蓋
し
清し
ろ
みは
雛ひ
よ
この
餌
食
な

り
。
種
子
は
地
に
落
つ
れ
ば
、
水
土
、
即
ち
之
を
養
ふ
。
別
に
餌
食
を
須ま

つ

所
な
し
。
斯
れ
其
の
以
て
異
る
所
な
り
。
動
物
も
、
鮫ふ
か

鯊
・
烏い

か

賊
の
如
き
は

亦
卵
無
し
。
䱊う
お
の
こ䲑
、
化
す
れ
ば
則
ち
径た
ヾ
ちに
水
に
餌
食
す
れ
ば
な
り
。

�

（
巻
二
・
種
子
）

と
、
細
部
ま
で
動
物
と
植
物
と
の
類
似
を
説
明
す
る
の
は
、
種
々
の
西
洋
植
物
学

書
か
ら
の
知
識
を
彼
の
考
え
方
に
沿
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

彼
は
動
植
一
理
の
考
え
方
を
西
洋
植
物
学
に
よ
っ
て
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
既
に
持
っ
て
い
た
自
分
の
理
念
と
合
致
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
の
最
初
の
植
物
学
書
（
そ
し
て
日
本
最
初
の
西
洋
近
代
植
物
学
の
紹
介
書
で
も

あ
る
）『
菩ぼ

た

に

か

多
尼
訶
経
』（
文
政
五
年1817

刊
）
に
お
い
て
そ
れ
は
明
瞭
に
示
さ
れ

て
い
る
。

○�
四
大
洲
の
中
、
百
千
万
億
の
一
切
衆
生
は
、
二
種
に
差
別
せ
ら
る
。
人
馬
獅

狗
、
鶏
鳳
燕
雀
、
鯨
蛇
蠋
龍
、
蝿
蜂
亀
蟹
は
、
性
情
智
能
、
円
満
に
具
足
し

て
、
歩
行
自
在
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
名
づ
け
て
動
物
と
曰
ふ
。
性
情
智
能
、

円
満
に
具
足
し
て
、
雄
あ
り
雌
あ
り
、
一
体
に
男
女
を
兼
ぬ
る
あ
り
、
六
親
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眷
属
あ
り
、
寿
量
あ
り
、
色
相
あ
り
、
歩
行
す
る
こ
と
能
は
ず
。
名
づ
け
て

植
物
と
曰
ふ
。
然
し
て
此
の
二
種
は
本
来
一
理
な
り
。

○�
一
切
の
植
物
は
、
気
を
食
ら
ひ
、
水
を
食
ら
ひ
、
土
を
食
ら
ふ
。
而
し
て

凝
・
流
二
体
を
化
成
す
る
こ
と
、
動
物
と
差
異
な
し
。
…
根
幹
液
は
乳
糜
な

り
。
葉
液
は
血
な
り
。
花
液
は
陰
器
の
液
な
り
。
管
口
は
口
な
り
。
根
は
胃

な
り
。
幹
茎
は
腸
な
り
。
葉
は
肺
な
り
。
花
は
陰
処
な
り
。
粉
は
男
精
な

り
。

は
輸
精
管
な
り
。
葯
は
精
嚢
な
り
。
花
柱
は
膣
な
り
。
柱
頭
は
陰
門

な
り
。
礎
は
卵
巣
な
り
、
子
宮
な
り
、
胚
胎
な
り
。
花
心
は
胞
衣
な
り
。
種

子
は
卵
な
り
。
…

は
即
ち
臍
帯
な
り
。

「
一
切
衆
生
」
と
い
う
表
現
は
草
木
国
土
悉
成
仏
の
と
い
う
仏
教
の
考
え
に
拠

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
れ
は
『
植
学
啓
原
』
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
一
つ
一
つ
確
認
す
る
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

�

花
謝
す
れ
ば
則
ち
実
を
結
ぶ
。
草
木
の
常
な
り
。
但
し
、
成
熟
に
遅
速
有
る

の
み
。
…
植
物
の
花
候
は
、
即
ち
動
物
の
精
盈
ち
、
慾
動
く
の
時
の
如
し
。

此
の
時
に
方あ
た

り
て
、
鹿
は
乃
ち
角
を
戴
き
、
鳥
は
乃
ち
毛
を
粧
ひ
、
囀
声
清

越
に
し
て
、
游さ
か
り牡
歇や

め
ば
則
ち
鹿
は
角
を
解
き
、
鳥
は
毛
を
毻か

ふ
。
夫
の
植

物
の
如
き
、
芳は
な

歇や

み
実
熟
す
。
即
ち
美
綠
老
ひ
、
性
力
減
ず
。
故
に
薬
草
の

採
収
は
花
時
に
宜
し
。
曾
て
試
み
に
之
を
徴
す
。
夏
と
し
が
れ
の
も
の
草
は
花
を
し
て
開
く

こ
と
な
か
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
宿
根
し
て
冬
を
経
、
否し
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
枯
る
。

動
物
も
亦
或
は
然
り
。
蚕ヒ
ル
ノ
テ
ウ蛾、
卵
を
生
ず
れ
ば
乃
ち
斃
る
。
此
を
し
て
交
は

ら
ざ
ら
し
む
れ
ば
、
則
ち
慾
半
載
の
寿
を
保
つ
。�

（
巻
二
・
結
実
）

３　

宇
田
川
榕
菴
の
生
殖
機
関
部
位
の
訳
語
の
特
徴

こ
の
世
に
存
在
す
る
一
切
衆
生
が
生
々
蕃
生
す
る
理
に
異
な
る
こ
と
は
な
い
と

宇
田
川
榕
菴
は
確
信
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
植
物
を
そ
の
よ
う
に

捉
え
て
い
た
こ
と
は
、
人
体
に
用
い
ら
れ
て
い
た
術
語
を
植
物
の
生
殖
器
官
に
用

い
た
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。「
卵
巣
」「
胞
衣
」「
臍
」「
臍
帯
」
は
そ
の
顕
著
な
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
『
解
体
新
書
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

�

卵
巣
、
其
の
形
平
に
し
て
鈍
円
、
且
つ
小
丸
子
有
り
。
多
く
之
に
附
く
。
是

れ
精
を
し
て
此
に
盛
ん
に
せ
し
む
こ
と
を
主
ど
る
な
り
。

�

（
巻
四
・
陰
器
篇
。
原
漢
文
、
以
下
同
じ
）

　

�

子
の
子
宮
に
在
る
や
、
其
の
養
を
臍
よ
り
受
く
。
先
づ
其
の
母
の
血
を
胞
衣

に
受
く
。
其
の
血
浸
漬
し
て
其
の
臍
帯
の
血
脈
に
伝
へ
、
漸
く
之
れ
を
肝
に

送
り
、
…
而
る
後
、
臍
帯
の
動
脈
よ
り
、
復
た
胞
衣
に
帰
し
…

�

（
巻
四
・
妊
娠
篇
、
原
漢
文
）

　

�

胞
衣
は
其
の
形
円
に
し
て
広
く
、
細
血
道
有
り
。
錯
綜
し
て
織
る
が
如
し
。

其
の
凸
処
、
子
宮
に
固
着
す
、
其
の
凹
処
、
臍
帯
と
膜
と
の
著
く
所
な
り
。

蓋
し
胎
此
の
内
に
潜
居
す
。
…
（
中
略
）
…
臍
帯
、
胞
衣
と
胎
と
の
臍
に
著

く
。�

（
同
右
）

「
卵
巣
」の
語
は
、
宇
田
川
玄
真
著『
西
説
医
範
提
綱
』（
文
化
二
年〔1805

〕刊
）

で
も
、

　

�

子
宮
は
膀
胱
と
直
腸
と
の
間
に
在
り
。
左
右
外
側
に
各
一
膜
管
有
り
て
著

く
。
之
を
喇
叭
管
と
謂
ふ
。
管
上
に
又
各
一
膜
嚢
有
り
て
著
く
。
之
を
卵
巣

と
謂
ふ
。
巣
中
許
多
の
小
嚢
有
り
、
豆
大
の
如
く
し
て
精
液
満
つ
。
之
を

卵
と
謂
ふ
。
男
精
神
を
含
み
宮
を
射
れ
ば
管
由
り
巣
に
入
り
て
卵
に
著
く
。

�

（
原
漢
文
）

と
見
ら
れ
る
。
以
下
こ
れ
ら
の
語
が
他
の
我
が
国
に
お
け
る
植
物
学
関
係
の
文
章

に
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

卵
巣　

vrugtbeginzel

（
蘭
）、germ

en

（
ラ
）、O

vary

（
英
）。『
植
学
啓
原
』

に
先
行
し
て
出
版
さ
れ
た
伊
藤
圭
介
の『
泰
西
本
草
名
疏
』（
文
政
十
二
年〔1829

〕

刊
）
で
は
、「
実
フ
リ
ユ
ク
ト
ペ
キ
ン
ス
ル

礎
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
現
在
は
『
植
物
学
』
に
用
い

ら
れ
た「
子
房
」が
用
い
ら
れ
て
い
る注
⑤

。『
泰
西
本
草
名
疏
』（
文
政
十
二
年〔1829

〕

刊
）
で
は
、「
実
礎
」
は
「
卵
巣
ト
シ
子
宮
ト
ス
」
と
卵
巣
（
ま
た
子
宮
）
に
譬

え
ら
れ
、『
厚
生
新
編
』（
巻
四
十
七
。
天
保
二
年
〔1831

〕
七
月
成
？
）
で
も
「
子

室
」
が
卵
巣
に
譬
え
ら
れ
て
い
る
。
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�〈
羅
甸
「
オ
ハ
リ
ウ
ム
」
和
蘭
「
ヱ
イ
ヱ
ル
ネ
ス
ト
」
卵
巣
は
多
く
諸
鳥
に

あ
り
て
此
打
ち
に
漸
々
に
卵
を
生
ず
。
…
卵
巣
は
諸
鳥
の
み
な
ら
ず
「
ア
ム

ヒ
ビ
ア
」〈
水
陸
共
に
住
む
獣
類
の
惣
称
〉鱷ワ

ニ魚
類
、
蜥
蜴
類
、
亀
類
、
蛇
類
、

蝮
類
、
蝦
蟇
類
に
も
あ
り
。
…
草
木
の
子サ

ヤ室
を
見
る
に
宛
も
動
物
の
卵
巣
の

如
し
。
其
種
子
は
即
チ
動
物
の
卵
な
り
。
こ
れ
雄
花
の
蘂
粉
を
雌
花
に
受
て

果
実
を
結
ぶ
も
の
な
り
。�

�

（「
卵
巣
」）

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
譬
喩
に
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
植
物
の
部
位
名
と
し

て
用
い
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
榕
菴
は
こ
れ
を
植
物
の
部
位
名
と
し
た
の
で
あ

る
。○�

心
蕊
は
又
雌
蕊
と
名
づ
く
。
…
花
の
雌
体
な
り
。
動
物
の
牝
門
の
如
し
。
…

其
の
頭
を
柱
頭
と
曰
ひ
、
其
の
根
を
卵
巣
と
曰
ふ
。�

（「
心
蕊
」）

○�

卵
巣
は
心
蕊
の
根
本
な
り
。
液
を
萼
・
子
牀
に
受
く
。
ま
な
み
く
其
の
質
は

軟
弱
に
し
て
、
綿
の
如
し
。
花
精
、
神
気
に
伝
は
る
時
、
は
則
ち
漸
ゝ
長
育

し
、
終
に
実
を
成
す
。
卵
巣
は
花
精
を
受
く
れ
ば
、
則
ち
花
頭
は
頓
に
生
色

を
喪
ひ
、
艶
麗
、
地
に
隕
つ
。�

（「
卵
巣
」）

○�

花
後
、
卵
巣
の
老
成
す
る
者
、
総
名
を
実
と
曰
ふ
。�

（「
実
」）

胞
衣　

Bew
aartplaats�of�M

oeder-koek�Receptaculum
�Placenta.　

現

在
は
「
花
床
」「
花
托
」
と
言
う
。
伊
藤
圭
介
は
「
子
サ
ー
ド
ベ
ツ
ト
牀
（
子
床
）」
と
訳
し
た
。

榕
菴
は
『
菩
多
尼
謌
経
』
で
は
「
花
心
」
と
訳
し
て
い
た
が
、『
植
学
啓
原
』
で

は
圭
介
の
「
子
牀
」
の
語
と
と
も
に
「
胞
衣
」
を
部
位
名
と
し
て
用
い
て
い
る
。

○�

凡
そ
実
を
結
ぶ
処
は
、
必
ず
之
を
護
持
す
る
部
有
り
。
其
の
部
を
名
づ
け
て

子
牀
と
曰
ひ
、
或
は
胞
衣
と
名
づ
く
。�

（「
子
牀
」）

臍
・
臍�

帯
「
臍
帯
」
は
ホ
ソ
ノ
ヲ
で
あ
る
。『
和
漢
三
才
図
会
』
に
も
、

　

�

命
蒂へ
た　

保ほ

そ

の

を

曽
乃
乎　

時
珍
曰
、
胎
在
二
母
腹
一
臍
連
二
于
胞
一
、
胎
息
随
㆑
母
。

胎
出
二
母
腹
一
臍
帯
既
剪　

一
点
真
元
属
二
之
命
門
丹
田
一
。�

（「
臍
帯
」）

と
あ
る
。
こ
の
語
を
『
植
学
啓
原
』
は
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

○�

凡
そ
実
を
結
ぶ
の
処
は
…
…
。
其
の
他
、
角
に
在
り
て
縦
隔
膜
を
為
し
、
莢

に
在
り
て
、
縫
際
の
綿
質
・
臍
帯
〈
後
に
出
づ
〉
を
為
す
。�

（「
子
牀
」）

○�

膚
果
の
頂
に
攅
花
の
痕
有
り
、「
鼻
」
と
名
づ
け
、「
臍
」
と
名
づ
く
。
臍
の

対
下
は
蔕へ
た

と
曰
ふ
。�

（「
膚
果
」）

○�

角ハ
ー
ウは
狭
長
の
子さ

や室
な
り
。
内
に
縦
膈
膜
有
り
て
、
而
し
て
両
室
に
分
ち
、
室

内
は
種た

ね子
を
蔵
む
。
縦
膜
は
臍
帯
あ
り
、
以
て
種
子
を
繋
ぐ
。�

（「
角
」）

榕
菴
は
こ
う
し
た
語
の
他
に
も
、
前
掲
の「
気
管
」「
腺（
細キ
リ
ー
ル腺
・
蜜
腺
）」「
骸
骨
」

「
粘
液
」「
膈
膜
」（
縦
膈
膜
）」「
中
筋
」「
肋
状
筋
」「
喉ケ
ー
ル」「
鶏ス
ポ
ー
ル距（
嘴
）」「
両フ
レ
ウ
ゲ
ル翼」「
龍

骨
」、
あ
る
い
は
ま
た
「
血
球
」「
血
脈
」「
心
臓
」「
気
胞
」「
肺
管
」「
生
殖
器
」「
栄

養
」「
神
経
」「
官
能
」「
繊
維
」
な
ど
、『
解
体
新
書
』
あ
る
い
は
『
重
訂
解
体
新

書
』、
ま
た
『
西
説
医
範
提
要
』『
増
補
重
訂
内
科
撰
要
』
に
見
ら
れ
る
医
学
用
語

を
用
い
て
植
物
の
機
能
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

現
在
の
植
物
学
は
蘭
学
の
時
代
よ
り
さ
ら
に
細
か
く
植
物
の
部
位
を
分
割
し
、

そ
の
働
き
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
称
を
与
え
て
い
る
。
榕
菴
が
与
え

た
名
称
も
現
在
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
動
植
一
理
の

考
え
を
徹
底
し
、
本
草
学
の
植
物
観
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
宇
田
川
榕
菴
に
よ
っ

て
、
植
物
学
は
生
物
学
の
一
科
と
し
て
本
草
学
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

注注
①�

�

ハ
ナ
ブ
サ
の
和
訓
が
あ
る
の
は
、「
花
房
」（
僧
上
・
五
）、「
房
」（
仏
下
・
九
三
）、「
柎
」

（
仏
下
本
・
九
三
）、「
萼
」（
僧
上
・
四
六
）、「
蘂
」（
僧
上
・
一
四
）、「
英
」（
僧
上
・

三
五
）、
裹
（
仏
中
・
一
三
七
）、「
莛
」（
法
中
・
一
三
七
）
な
ど
。
ま
た
、
ハ
ナ
ビ

ラ
の
和
訓
が
あ
る
の
は
、「
蘂
」（
草
冠
に
「
云
木
」）（
僧
上
・
四
六
）、「
韚
」（
僧
中
・

八
三
）
で
あ
る
。

注
②�

�「
共
世
界
分
類
」
と
「
実
用
分
類
」
と
の
併
用
は
『
和
名
類
聚
抄
』
で
も
見
ら
れ
る
。

『
和
名
類
聚
抄
』で
は
植
物
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る（
各
部
内
の「
道
具
類
」

は
除
く
）。
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�

　

稲
穀
部
（
稲
穀
類
）

�

　

菜
蔬
部
（
蒜
類
・
藻
類
・
菜
類
・
果
蓏
類
）

�
　

草
部
（
草
類
・
苔
類
・
蓮
類
・
葛
類
・
竹
類
）

�
　

木
部
（
木
類
）

注
③�

�
宇
田
川
榕
菴
自
身
も
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

�

○�
唐
山
に
て
は
…
（
中
略
）
…
邈
矣
た
る
い
に
し
へ
は
、
西
洋
に
て
も
外
形
の
似
た

る
に
て
属
と
種
と
を
分
つ
と
見
へ
た
り
。
中
世
よ
り
以
後
は
三
有
の
類
を
分
つ

に
、
曾
て
外
形
に
拘
ら
ず
性
能
に
拠
ら
ず
、
た
ゞ
其
最
も
徴シ
ル
シと
な
る
要
処
を
挙
て

類
を
分
つ
な
り
。
其
徴
を
「
テ
ー
ネ
ケ
ン
」
と
い
へ
り
。
獣
類
に
て
は
…
（
中
略
）

…
、
草
木
に
て
は
花
の
蕋
数
、
根
形
、
萼
弁
の
数
、
実
の
造
作
等
に
て
こ
れ
を
分

つ
。
た
と
ひ
外
形
は
大
に
異
り
あ
り
と
も
肝
要
の
徴
と
す
る
処
だ
に
同
じ
け
れ
ば
、

こ
れ
を
同
一
類
と
す
る
な
り
。
又
味
の
似
た
り
と
も
肝
要
の
徴
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、

別
類
と
す
る
な
り
。�

（『
植
学
独
語
』）

注
④�

�

朱
京
偉
「『
植
学
啓
原
』
と
『
植
物
学
』
の
語
彙
」〔『
明
海
日
本
語
』no.3　

明
海

大
学
日
本
語
学
会1997

）。『
植
学
啓
原
』
と
『
植
物
学
』
と
の
全
般
的
な
語
彙
の
比

較
は
沈
国
威
編
著
『『
植
学
啓
原
』
と
『
植
物
学
』
の
語
彙
―
近
代
日
中
植
物
学
用

語
の
形
成
と
交
流　

研
究
論
文
・
影
印
飜
訳
資
料
・
総
語
彙
索
引
』（
関
西
大
学
東

西
学
術
研
究
書
資
料
集
刊
21　

関
西
大
学
出
版
部2000.3
刊
）
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。

注
⑤�

�

牧
野
富
太
郎
の「
胚
珠
是
カ
卵
子
非
カ
」「O

vule

ノ
胚
珠
ニ
非
サ
セ
ル
證
拠
ヲ
見
ヨ
」

（
共
に
『
植
物
集
説
・
下
』
所
収
）
に
、O

vule

の
訳
語
に
つ
い
て
の
明
治
時
代
の

興
味
深
い
議
論
が
見
ら
れ
る
。
牧
野
の
主
張
は
、
子
房
（O

vary
）
内
の
胚
珠
が

O
vule

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、O

vule

は
卵
子
で
あ
っ
て
、
胚
珠
はN

uceleus�
=�N

ucellus

で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。


